　　アンネと「壁」とマルクスと　　　　　　　鈴木　彰
　＜オシヴィエンチムを「アウシュビッツ」と読ませたナチス＞
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　中学生の時、姉が知人から贈られた「光ほのかに････アンネの日記」（1953年・文芸春秋社刊）に出あった。オレンジ色の表紙の少女の夢見るような瞳に強く魅かれた。高校生の時、劇団民芸公園「アンネの日記」に刺激され、古本屋で「夜と霧」（56年・みすず書房）を入手した。写真・図版からの衝撃は忘れられない。
　アンネ・フランクは、ドイツのフランクフルトからオランダのアムステルダムの隠れ家に逃れてゲシュタポの手に落ち、ペステルボルグ収容所を経てドイツを跨ぐポーランドのアウシュビッツ・ビルケナウに運ばれ、その後ドイツ中北部のベルゲンベルゼン収容所で15歳の命を落とした。今度の旅で、彼女が辿らされた死の旅路の過酷なスケールと痛みを噛みしめた。ポーランドのオシヴィエンチム・ブジェジンカをドイツ語で「アウシュビッツ・ビルケナウ」と読むことを押し付けたナチスが、その強制収容所の正門に掲げた「働けば自由になる」というプレートの下に立って、数百万のアンネを思った。
　＜過去に目を閉ざさないドイツ！＞
　いまドイツは、福島第一原発事故を契機に、従来からの「脱原発」「低炭素社会」への道を本格化させている。再生エネルギーの割合を大幅に増やした結果、電気料金が大幅に上昇したというが動揺も見せない。ドイツの民間企業の平均時給（2012年に31ユーロ）はＥＵ平均（23.5ユーロ）を32％も上回るというが、暮らしと安全を中心に置く哲学や理念に立って、経済危機に揺れるＥＵの連帯強化と危機打開をリードするドイツの存在感は実に大きい。それは普遍性をもつのか？　それを確かめたい旅だった。
　ベルリンの壁の崩壊（89年）、東西ドイツの統一（90年）に遭遇した時、探して読んだのが「現代史ベルリン・増補版」（永井清彦著、90年・朝日選書）だった。８千万立方メートルの瓦礫を５万人のトリュンマー・フラウ（瓦礫おんな）が素手で積み上げて築いたベルリンが辿った幾多の相剋の中で、ヴァイツゼッカー西独大統領の「過去に目を閉ざす者は、現在にも盲目になる」という演説（84年）が生まれたことを知り、日本とはかなり異なる戦後史を積み重ねているドイツを初めて意識した。いま訪れたアウシュビッツ、クラクフ、ベルリンは、人びとも市街も、そして国のレベルでも、「過去に目を閉ざさない」という姿を貫いていた。
　＜ドイツ労働総同盟（ＤＧＢ）よ！＞
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　労働組合運動の現役時代、フランス労働総同盟（CGT）やイタリア労働総同盟（CGIL）など世界労連（WFTU、1945年結成）系の組合とは触れあったが、49年にアメリカの欧州復興計画を支持して国際自由労連（ICFTU）を結成した、アメリカ労働総同盟（AFL）、同年結成のドイツ労働総同盟（DGB）、世界労連を脱退してこれに参加したイギリス労働組合会議（TUC）やアメリカ産別組合会議（CIO）などとは疎遠なままだった。しかし労働者の権利を守るたたかいでのDGBの目覚ましい活動を学ぶ機会は多く、なぜそのような組合が世界労連に組しなかったのかという疑問を抱いていた。

　旅も終わりに近づいた26日早朝のベルリン市街散歩で、フンボルト大学脇の広場のマルクスとエンゲルスの大きな銅像を確認。ナチス・ドイツの支配・蹂躙、ソ連による「解放」の名での破壊、その狭間での分割・追放・放浪････。その辛酸の中でこそ、より痛切に真の解放と歴史の発展を求めてきたであろうベルリン市民の心を見る思いがした。

　＜２人の「貴婦人」との出会い＞
　クラクフ市内見学時にヴァベル城内で出会ったレオナルド・ダ・ヴィンチの「白テンを抱いた貴婦人」、ベルリンでの自由時間に訪れた「コルビッツ美術館」、心に残った。
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強制収容所の門の前で
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マルクス・エンゲルスの像と私
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こぼれ話


改札口がない！





　ポーランドではクラクフ－ワルシャワ間を列車に乗った。ベルリンでは、町の高架電車と地下鉄に乗ったが、初めての乗車で驚いたのは、どこも、日本のように外と駅の中を隔てる改札口がないことだった。ホームから町中へ、直接出てしまう。「社会共通のインフラとして、対価を求めないのが基本」の公共交通の原則が貫かれていて、お金を取るのは例外なのか？　それにしても、日本の鉄道もヨーロッパから来たはず。どうして改札口が生まれたんだろう？


　　　　　　　　（Ｍ）
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